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鬼頭秀幸会員 

こんにちは、ご指名ですので私鬼
頭から乾杯の発生をさせていただ
きます。 

本日は、ガバナー補佐訪問という
ことで、東三河分区から榊原ガバ
ナー補佐、そして堀井地区副幹事

と伴野分区副幹事が来られています。 

私がよく存じ上げている方々なので、とても親近感がわ
いています。そうでした、つい先日もこちらにメーキャ
ップしていただきましたね。たいへん嬉しい限りです。
ありがとうございます。 

それでは、乾杯します。榊原ガバナー補佐の担当する東
三河分区の益々の発展と、ここにお見えになる皆さまの
ご健康、ご多幸を祈念して声高らかにご唱和願います。 

乾杯！ 
 
 

神谷 馨会長 

皆さまこんにちは。本日はガバナー
補佐訪問例会です。榊原周造ガバナ
ー補佐により貴重なお話を拝聴出
来ますことを楽しみにしておりま
す。よろしくお願い致します。 

 さて今月は会員増強、新クラブ結
成推進月間です。先週の会員増強ミーティングでは素晴
らしい意見を話し合ったと思います。ゴールデンロータ
リークラブの魅力を充分に伝え続ける事、クラブの全員
で声掛けを継続することが何より大切ではないでしょ
うか。目標の 8 人増強まで後 5 人です。よろしくお願い
いたします。 
 
本日は目の健康についてお話させていただきます。私の
仕事は現在メガネ・補聴器・コンタクトレンズの販売と
眼科の経営をしております。会長研修ペッツを始め、名
古屋での会長勉強会で 2760地区の会長との小グループ
の話し合いの中で、毎回メガワールド併設眼科にて病気
を診断いただき助かりましたとのお礼をいただけまし
た。私は 24 歳の時に日本一のメガネ屋を目標に起業し
10 年間で 10 億の初期目標を達成した時、メーカーのニ
コン・ホヤさんに世界中のメガネ店各国の No１を案内
していただきました。日本とは違い世界のメガネ店では
必ず眼科のドクターが目の病気の確認と合わせて視力

の検査を行います。 

緑内障・糖尿病網膜症等、早期発見早期治療が大切な病
気が、日本では多くの人が気付けず治療できていない現
状です。特に毎年 4000 人が失明に至る緑内障では 90％
の患者が視野の減少に気付けず治療を受けていません。
65 歳以上では 10 人に 1 人が緑内障とのデータがあり
ます。体の定期チェックと同様、目の定期チェックも大
切です。特に強い近視の方は 2 倍のリスクになりますの
で注意してください。 
 
ご清聴ありがとうございました。 

それでは榊原周造ガバナー補佐 後ほどよろしくお願
いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村松 光会員 

久しぶりのスピーチの機会をいた
だきありがとうございます。私の
人生の岐路について話したいと思
います。振り返ってみると、この 53

年間、本当にいろんな人生の分か
れ道がありました。 

 
最初の岐路は、この世に命を授かった 53 年前、次男と
して生まれたことです。 

兄は、勉強も運動もとにかく優秀で、何をやっても一番。 

子どもの頃の私は、とにかく兄に追いつきたくて、いつ
も必死だったことを覚えています。兄が 100 点を取れ
ば、自分も取らなきゃ。運動会で 1 位なら、自分も負け
られない。 

でも、やっぱり追いつけないんですよね。 

第 8回(通算 1712回)例会報告 令和 7年 8月 29日(金) ガバナー補佐訪問 

ゲ ス ト ガバナー補佐 榊原周造氏、地区副幹事 堀井慎二氏、分区副幹事 伴野公彦氏 

出席報告 総会員数６１名(計算会員数５７名) 欠席１２名 出席率７８．９５％ 前々回修正出席率 92.45％ 

歌／会場 国歌・かがやく空 会場：ロワジールホテル豊橋 30F「ﾙ･ﾓﾝ」12:30～ 

乾  杯 

会長の時間 

入会記念日祝い 

尾崎雅輝会員        梅田英樹会員 

人生の岐路『あの時違う人生を歩んでいたら…』 
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そこで思ったんです。「じゃあ、兄がやってないことを
やろう」って。 

そうして選んだのが、大学卒業後の英国留学でした。 

行ってみたら、言葉も文化も全然違うし、毎日が挑戦の
連続。でもその中で、「自分で道を切り拓く」っていう
感覚をつかむことができたことを覚えています。 
 
社会人になってからも、いくつか大きな分かれ道があり
ました。中でも、尊敬できる上司との出会いは大きかっ
たです。その人からは、仕事の姿勢や人との向き合い方、
責任の持ち方を学びました。 
 
そして、兄が家業を継がないこととなり、私が継ぐこと
に。正直、プレッシャーは大きかったですが、「やると
決めたらやり切る」という覚悟ができたのもこの頃です。 
 
それから、豊橋 JC やゴールデンロータリーの選択も、
自分にとって人生の大きな岐路であったことは言うま
でもありません。 
 
でも、何よりも大きな岐路は、昨年 10 月に起きた兄の
死です。 

私にとって兄は、何をするにも基準になる存在でした。 

そんな相手が突然いなくなって、目標を完全に喪失。永
遠に勝ち逃げされました。 

でも、時間が過ぎていく中で気づいたんです。勝ち逃げ
した兄が最後に教えてくれたのは、「命の尊さ」と「人
生を楽しむことの大事さ」だって。命は当たり前にある
訳じゃない。だからこそ、一日一日を大事にして、楽し
むことを忘れちゃいけないんだと。 
 
これからも、予想もしない分かれ道に立つことが当然あ
ります。そんな時は、この 2 つを基準に、自分を信じて、
正しい道を選択していきたいと思います。 

結びに、当時、父が兄の介護をしながら詠った詩を紹介
しスピーチを閉じます。 

「難病と闘う息子の横顔に、生命の尊さを知る」 

親より先に逝ってはいかんです。 
 

太田和彦会員 

本日は、貴重なお時間をつかわせ
て頂き、誠にありがとうございま
す。上手にはお話しできず、お聞き
苦しいところがあるかと思います
が、どうぞ宜しくおねがいいたし
ます。 
 

入会時のスピーチでお話しさせて頂きましたが、私は、
亡き父のあと、有限会社森永牛乳豊橋販売所の 2 代目と
して代表を務めさせて頂いています。 

現在は、スーパー、小売店、施設、病院へ乳製品を卸さ
せていただいております。先代社長の父が始めた仕事は、
牛乳、乳製品の卸しではなく、同じ乳製品ですが、アイ
スクリーム製造(豊橋市石巻町)の仕事からでした。祖父
が代表を務め、父と叔父、従業員、数名で事業を、運営
していたそうです。 

そのアイスクリームの販売取引業者さんは、森永牛乳の
販売業も営んでおり、その当時は、アイスクリーム製造、
販売がとても好調で忙しく、牛乳の仕入、販売まで、手
が回らなくなっていました。 

そこで、森永牛乳、卸販売業の、話しがあり、父は、ア
イスクリーム販売の業者さんから、牛乳の卸販売業を引
き継ぎ、昭和 35 年、豊橋市小田原町に「有限会社森永
牛乳豊橋販売所」を設立いたしました。 

その当時は、懐かしい響きの八百屋さん、駄菓子屋さん
が多く、そこへの取引が多かったそうです。 

そして 1961 年（昭和 36 年）に私は、牛乳屋に長男と
して生をうけました 

それから 3、4 年後に、今、会社が置かれている、豊橋
市下地町に移転し、運営をしています。 

両親は、ほとんど休みはなく、朝早くから、夜遅くまで、
働いていた記憶があります。私には、年の離れた、弟が
おり、父と母が仕事をしている間、二人で一緒に、留守
番をしていたことを思い出します。 

幼少の頃、私は、腕を折ったり、リビングのガラスに突
っ込み、大怪我をしたりと、とても、やんちゃで、元気
いっぱいで、それに加えて、落ち着きがなく、両親に心
配ばかりかけていた子どもでした。 
 
娘家族が名古屋市から遊びに帰って来た時、幼少期、学
童期の頃の思い出話で、とても盛り上がった時がありま
した。その時の一コマで、わたしの、小学 3、4 年生の
頃のことを、お話させて頂きます。 

記憶は曖昧ではありますが、その頃、音楽発表会という
行事があり、わたしのクラスが学校代表で発表したとい
う思い出があります。担任の先生とクラスの友達と、豊
橋市立松葉小学校へ行き、いろいろな楽器で合奏し、発
表をしました。 

実は、私の妻は、小学校、中学校の同級生で、小学 3 年
と 4 年は、私と同じクラスで、音楽発表会に、妻も演奏
していました。 

音楽が苦手な私は、「ハーモニカ」の担当で、はずかし
ながら、そのハーモニカの【ド・ミ・ソ】だけ音を鳴ら
していました。その一方で、クラスメイトの妻は、前の
方で、「アコーディオン」を担当していたそうです。50

何年ぶりに明かされた事実に、私も妻も驚きの一瞬でし
た。 

その頃は、自分の担当した楽器を、奏でることに、ただ
ただ、一生懸命だったと思います。 

私と妻の思い出話に、家族みんな、笑顔で、いっぱいに
なりました。 
 
今でも、合奏・合唱コンクールは全国で行われています。 

「合奏・合唱」に必要なこと、「一人では、素晴らしい
音色は生み出せない。」そして、一人ひとりの音や歌声
は小さくても、たくさん集まって溶け合うことによって、
広がりと深みのある音色が生まれる。」と言われていま
す。 
 
たとえ、みんなが同じことを同時に行っていても、それ
ぞれがバラバラなことを考えていれば、美しい響きは生
まれない。そして、みんなで「気持ちをひとつに揃える」
こと、協調性がとても大切だとも言われています。合奏・
合唱をおこなっていると、自然と周囲と協力しようとい
う気持ちが芽生えてきます。 
 
この「協調性」は合奏・合唱という場面だけでなく、日
常生活や仕事の場面などにおいても目標、目的を共有し、
それを達成するために互いに協力する、「協調性」が必
要だと思っています。 

そして、わたしたちが、子どもの頃に、学んだこと、経
験したことは、生きていくための、大切なスキルのひと
つを身に付ける、大事な時期でもあったと、改めて感じ
ました。 
 
私の歩んできた道は、まだまだ続きはありますが、ここ
にいるわたしの〝今〟をお話しさせて頂きます。 
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先代社長の父は、亡くなるその日、早朝、会社の事務所
を開けて、趣味のゴルフの練習に行こうとしていたので
すが、突然、倒れてしまい、そのまま意識が戻ることは
ありませんでした。私は、突然のことで、代表として、
長男として不安もあり、悩むことがたくさんありました。 

そんな日々が続く中、家族、会社、など、私の周りに、
たくさんの人たちがいて、そんな人たちに、支えていた
だきながら、乗り越えることができ、今日があります。
お世話になりましたみなさま方に、感謝の気持ちを伝え
たいと思います。本当にありがとうございました。 

 

そして、もう一つ、家族のことをお話させて頂きます。 

私と妻は、今年、結婚 41 周年を迎えます。 

妻は、結婚してからも、元気で、病気知らずで、一緒に
仕事をして、過ごしてきたのですが 2 年前に、癌と診断
され、妻はその病気と、今も、闘っています。 

 

ゴールデンの皆様には、今日まで、活動するにあたり、
大変ご迷惑とご心配をおかけしてしまい、大変申し訳ご
ざいませんでした。 

 

そして、皆様からいただいた、温かいお言葉や励ましは、
妻の心の支えになっていることと思います。みなさま方
の温かい支えが、あったからこそ、今があると思ってい
ます。 

あたりまえのこと、今があること、に幸せを感じること
ができ、みなさま方に、感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

最後に、一度だけの人生、たったひとつの命を無駄にし
ないように、生きている時間、命の時間を大切にしてい
きたいと思います。 

そして、これから歩んでいく道も、素敵な音を奏でられ
るように、希望を持って、前を向いていきたいと思って
います。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

ガバナー補佐 榊原周造氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

                      

                                   
                                  
                                                         
                                                
                            
                                  
                                   
                                  
                                  
              

             

       

                 

        
                        

     
            

     
                      

               

                     
                   

                   
              

                    
             

             
            

         
     
              

                  

         
    
            

               

       
               

                  
                 

         

                         

                                  

                          

                       

                  

         

                             

       
             

                

    
                

                

                          

                                
                                
                              

       
            
           

     

       

               

ガバナー補佐訪問 
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★幹事報告  

・米山梅吉記念館 館報が届いております。 

★他クラブの例会変更 
■9月 8日(月) 豊橋南RC ガバナー公式訪問 
■9月 9日(火) 宝 飯RC 豊川RCとの合同例会 
■9月10日(水) 豊橋東RC ガバナー公式訪問 

豊 川RC 豊川宝飯RCとの合同例会 
渥 美RC 環境保全作業 

■9月16日(火) 宝 飯RC 財団補助金事業例会 

★ニコボックス 
榊原周造様・堀井慎二様・ 

伴野公彦様：本日はよろしくお願い。 

神谷 馨・髙橋哲也：榊原ガバナー補佐、堀井地区副
幹事、伴野分区副幹事、本日は
よろしくお願い。 

西郷隆治・山本雅久・岡本久永・ 

白井正樹・井上 穂・杉浦宏始・ 

梅田英樹・杉田和俊・中村彰宏・ 

鬼頭秀幸・尾崎雅輝・加藤ゆり子・ 

小笠原英彦・石原聖季・酒井正樹・ 

鈴木雅人・宮川嘉隆・山下 孝・ 

三浦時子・札木聖巳：榊原ガバナー補佐、
堀井地区副幹事、
伴野分区副幹事
ようこそ。 

鬼頭秀幸：乾杯の発声をさせて頂き。 

梅田英樹・尾崎雅輝：入会記念日をお祝い頂き。 

村松 光・太田和彦：会員スピーチをさせて頂き。 

宮川嘉隆：出席報告をさせて頂き。 

鷹巣太地・高瀬啓輔・藤倉康晴・ 

後藤浩司・猪股ソノ子・加藤千映子・ 

鈴木雅善・福井 淳・札木聖巳：クラブアッセンブリー
に参加させて頂き。 

杉浦宏始：24 日(日)東海テレビ PM4:30～さよならビデ
オに出てしまいました。 

鵜殿健次：ドラゴンズ今日から横浜 3 連戦。3 タテで A

クラスも夢じゃない。今日は 8/29 焼肉の日。
「こらや」で焼肉食べましょう。えんや、こ
らや、がんばれドラゴンズ！！ 

辻 信之：例会を欠席させて頂き。 

山下 孝ニコボックス委員長 

懇談会 

11：20～ 於：29階「パールの間」 

第２回クラブアッセンブリー 

13：40～ 於：29階「ラ・メール」 

             

              

                         

              

                  

                        

           

                

    

    
               

           
            

              
                 

                 


